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i

例言

１．本書は兵庫県加西市網引町宮ノ後に所在する宮
みやのあと

ノ後遺跡の発掘調査報告書である。

２．宮ノ後遺跡の調査は、兵庫県北播磨県民局県土整備部社土木事務所（現加東土木事務所）加西事業

所が計画・施工する主要県道高砂加古川加西線道路改良事業に伴うものである。

３．確認調査は事業進捗に合わせて平成 13・16 年度に３回実施し、その結果を受けて本発掘調査も平

成 13・16 年度に２回実施している。確認調査・本発掘調査ともに兵庫県教育委員会が実施した。

４．調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系を使用し、水準は兵庫県社土木事務所設定の３級基準点を使

用した。

５．平成 16 年度調査（Ⅰ・Ⅱ区）基準点の測量ならびに空中写真撮影は㈱シーエムシーに委託して実

施した。それ以外の遺物出土状態や土層断面図ならびに平成 13 年度調査区（Ⅲ区）は調査員が実

測した。

６．遺構写真は調査員が撮影した。図版１の空中写真は国土地理院撮影のものを使用した。遺物写真は

一部を除き㈱地域文化財研究所に委託した。

７．整理作業は、平成 23 年度に兵庫県立考古博物館で行った。

８．執筆はⅠ・Ⅱ区は吉識氏の実績報告を基にして、それ以外を渡辺が行い、編集は川村由紀の協力を

得て渡辺が行った。　　　

９．本書にかかる遺物や図面・写真などの資料は、兵庫県立考古博物館（加古郡播磨町大中 1-1-1）な

らびに兵庫県立考古博物館魚住分館（明石市魚住町清水立合池の下 630-1）に保管している。ご活

用ください。

10．発掘調査・整理調査にあたって、地元関係者をはじめ多くの方々・機関のご協力・ご指導を得まし

た。感謝致します。（敬称略・順不同）

　　　加西市教育委員会・立花　聡・永井信弘・森　幸三・小川真理子

図1　加西市の位置
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Ⅰ　はじめに

１．調査に至る経緯と経過

宮ノ後遺跡は兵庫県加西市網引町宮ノ後に所在する遺跡である。主要地方道高砂加古川加西線（県道

21号線）は加古川右岸を南北に貫く主要道の１つであるが、部分的に狭く交通に支障をきたしていた。

また、通学路でもあり、十分に安全面が確保されているとは言えない状況であった。そのことから、兵

庫県社土木事務所（現在は改編により加東土木事務所）加西事業所では道路改良事業が計画された。

計画に伴って社土木事務所から調査依頼があり、分布調査を実施した。その結果、遺跡が存在する可

能性が高いと思われた。周辺は昭和50年代に土地改良事業（圃場整備）が実施され、多くの遺跡が確認

されていた。調査は工事計画に合わせて買収終了した地点から行われた。主に南側から着手した。最初

は平成13年６月28日に確認調査を実施した。兵庫県教育委員会が調査主体となり、埋蔵文化財調査事務

所調査第２班久保弘幸が担当した。坪２ヶ所の調査であったが、遺構面が確認され本発掘調査が必要と

された。この部分について、平成13年７月23日～26日に調査第４班渡辺　昇が担当し調査を実施した

（Ⅲ区）。

本体工事を挟んで、平成16年度から北側の工事が再開し、平成16年４月27日に北側10ヶ所の確認調査

を実施した。調査は埋蔵文化財調査事務所調査第１班渡辺　昇が担当した。その結果、県道南側の一部

で遺構を確認したので、本発掘調査が必要となり、平成16年７月27日～８月27日に調査第２班山本三

郎・吉識雅仁が担当し調査を実施した（Ⅰ・Ⅱ区）。県道北側では近世以降の墓地が存在し、平成16年

５月11日に立会調査を渡辺　昇が担当した。早桶を埋納したもので径80㎝の墓壙を複数検出した。中に

は化粧瓶を副葬したものもあり、近代から現代にかけての墓地と判明した。

さらに北側について、平成16年８月４日に２ヶ所の確認調査を実施したが、遺構は確認されなかった。

調査は企画調整班甲斐昭光が担当した。

調査は平成16年度本発掘調査のみ兵庫県北播磨県民局社土木事務所と委託契約を交わし、それ以外は

直接執行として調査員を派遣して実施した。

平成16年度調査体制

調査事務　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

　　　　　　所　長　　　　　平岡憲昭　　　　　　　　

　　　　　　主　幹　　　　　輔老拓治　　　　　　　　　　　　　

企画調整班　主任調査専門員　池田正男　

　　　　　　主　査　　　　　中川　渉

　　　　　　課　付　　　　　稲田　毅　　　　　　　

調査担当

調査第２班　主任調査専門員　山本三郎

　　　　　　担当課長補佐　　吉識雅仁

1

図2　調査風景



２．整理作業の経過

　整理作業は平成23年度に単年度事業として、兵庫県北播磨県民局加東土木事務所と委託契約を交わし

て実施した。水洗い作業から報告書刊行までの作業を兵庫県立考古博物館で行った。

調査主体　兵庫県教育委員会

調査事務　兵庫県立考古博物館

　　　　　　館長　　　　　石野博信　　　　　　　　

埋蔵文化財調査部長　　　　高尾尚登　　　　　　　　

　　　　　　主幹　　　　　深井明比古

総務課　　　課長　　　　　前川浩子　　　　　　　　

　　　　　　事務職員　　　川原聡介

整理保存課　課長　　　　　村上泰樹

　　　　　　主査　　　　　篠宮　正・山本　誠・深江英憲　　　　　　　

調査担当　　担当課長補佐　渡辺　昇

　　　　　　嘱託員　　　　川村由紀・吉田優子・平宮可奈子

保存処理　　主査　　　　　岡本一秀

　　　　　　嘱託員　　　　岡田美穂・浜脇多規子・桂　昭子
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図3　整理作業風景



Ⅱ　位置と環境

１．遺跡の位置

宮ノ後遺跡は旧国では播磨国賀茂郡に位置する兵庫県加西市網引町宮ノ後に所在する遺跡である。加

西市は播磨の中央部に位置し、加古川の支流である万願寺川によって開析された盆地である。下里川・

普光寺川などの小河川が概ね南流し、宮ノ後遺跡南側で加西市域を流れた水は万願寺川に集約され、小

野市粟生町で加古川に流れ込んでいる。市域は南北に長く南側に加古川市、東側に小野市・加東市、西

側に姫路市、北側に西脇市・多可郡と接している。

２．歴史的環境

加西市は旧石器時代から現代にかけて連綿と遺跡が存在する地域である。玉丘古墳群に代表される旧

賀茂郡の中心地である。宮ノ後遺跡隣接の著名な遺跡は兵庫県で唯一四隅突出墳と考えられる周遍寺山

墳墓であろう。

旧石器の遺跡は逆池など溜池を中心に遺物が採集されている。遺跡数は兵庫県の中では高率である。

表面採集が主で層的に石器は確認されていない。近くでは南東方向の小野市勝手野遺跡で層位的な調査

が行われている。加西市の多くの遺跡では縄文時代の石器も採集されていることが多い。逆池ではナイ

フ形石器11点をはじめ翼状剥片・削器・チョッピングトゥールが、善坊池からナイフ形石器・削器が採

集されている。

縄文時代の遺跡も余り知られていない。昭和40年代までは旧石器時代の遺跡同様、溜池からの採集品

に縄文時代の石鏃などが認められる程度であった。それ以外では小谷遺跡から晩期突帯文土器が出土し

ていただけであったが、圃場整備事業などに伴う調査で幾つかの遺跡が知られるようになった。遺跡は

少ないものの全時代の遺跡が加西市域で確認されている。草創期の有舌尖頭器は山枝遺跡・上永長池遺

跡・新池野散布地の３例が知られている。普光寺川沿いの有馬遺跡では後期前葉の縁帯文深鉢が出土し

ており、文様から山陰東部～北近畿にかけてからの影響が考えられる。万願寺川流域の長礒遺跡では晩

期の土坑・甕棺墓・柱穴が検出されている。比較的まとまった晩期中葉の良好な資料である。長礒遺跡

の南東位置する野間遺跡も後期から晩期にかえての集落で、遺構は確認されていないが波状口縁の鉢な

ど出土しており、近接する長礒遺跡とともに微高地上にこの時期の集落が広がっていたことが理解され
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図 4　高尾遺跡土器棺 図 5　山伏峠石棺仏
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図 6　宮ノ後遺跡の位置と加西盆地の主な遺跡（1/50,000）

１.宮ノ後遺跡	 ２.針田遺跡	 ３.上灰田遺跡	 ４.八寸山墳墓群	 ５.周遍寺山墳墓群
６.堀山遺跡・古墳群	 ７.状覚山古墳群	 ８.糠塚古墳群	 ９.糠塚 1号墳	 10. 新村古墳群
11. 南上山遺跡	 12. 繁陽古墳	 13. 土井ノ内遺跡	 14. 長塚遺跡	 15. 天神山窯跡
16. 繁昌廃寺	 17. 山枝遺跡	 18. 野田窯跡群	 19. 鏡山古墳群	 20. 高尾遺跡
21. 中富経塚古墳	 22. 殿原廃寺	 23. 長礒遺跡	 24. 亀山古墳	 25. 逆池遺跡・古墳群
26. 玉丘古墳群	 27. 小谷遺跡	 28. 女鹿山古墳群	 29. 吸谷廃寺	 30. 横田遺跡
31. 石櫃戸古墳	 32. 後藤山古墳	 33. 戸井町坪窯跡群	 34. 札馬窯跡群
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図 7　宮ノ後遺跡の位置と周辺の遺跡（1/25,000）

１.宮ノ後遺跡	 ２.針田遺跡	 ３.上灰田遺跡	 ４.網引市場遺跡	 ５.千歳山城跡
６.南上山遺跡	 ７.南村上遺跡	 ８.中野城跡	 ９.中条垣内遺跡	 10. 網引町遺物散布地
11. 堀山遺跡・古墳群	 12. 八寸山墳墓群	 13. 周遍寺山墳墓群	 14. 状覚山古墳群	 15. 糠塚古墳群
16. 糠塚１号墳
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る。下里川流域の福崎町に近い西谷町岡田遺跡では前期の爪形文土器が出土している。石器も多種多量

出土しており、大型のサヌカイトも含まれ埋納遺構の可能性がある。装飾品が出土していること注目さ

れる。玦状耳飾２点と管玉で、兵庫県では数少ない縄文時代の装飾品が複数出土していることから、こ

の時期の拠点集落かと思われる。逆池遺跡でも玦状耳飾が出土している。宮ノ後遺跡南側の堀山遺跡で

は中期の墓と思われる土壙が調査されている。興味ある石器として南上山遺跡からトロトロ石器が1点

出土している。

弥生時代になっても遺跡数はすぐには増加しない。前期の遺跡は点的で大きな広がりは見せない。前

期後半の遺跡は縄文時代の遺跡でもある万願寺川流域の長礒遺跡と野間遺跡で確認されている。中期に

なると遺跡数は増えはじめ、中期後半になると市域全域に遺跡が認められるようになる。長礒遺跡は前

期から後期の長期にわたる拠点集落であり、同じく万願寺川流域の長塚遺跡も中期中ごろからの拠点集

落である。長礒遺跡は掘立柱建物・土坑・溝が検出されている。長塚遺跡では50棟以上の竪穴住居跡が

検出されており、中期から庄内期にわたるもので円形から隅円方形・方形と変化している。また、墓域

も調査されており、６基の方形周溝墓に25基以上の木棺が埋葬されている。方形周溝墓は画一ではなく

大小が確実にある。庄内期には祭祀遺構と考えられる方形区画溝があり注目される。特殊な遺物として

分銅型土製品が出土している。それ以外の遺跡でも加西市では方形周溝墓が比較的多く知られている。

中期の土井ノ内遺跡・長法寺遺跡（円形周溝墓）・柿ノ木遺跡・笹倉堂ノ下遺跡、後期の内町遺跡で方

形周溝墓が検出されている。さらに堀山遺跡では庄内期の大型方形周溝墓で貼石があるものもあり、古

墳発生に関わる遺跡である。同様に堀山遺跡と隣接する周遍寺山墳墓群も兵庫県で唯一の四隅突出墳で

興味深い遺跡である。２基の石棺から３体の人骨が出土しており、熟年女性―壮年女性―熟年男性と埋

葬されている。熟年女性と熟年男性が同一棺に納められている。方形周溝墓以外にも土器棺・土壙墓も

検出されており、加西市域では埋葬施設が比較的多く調査されている。宮ノ後遺跡周辺では南に堀山遺

跡と周遍寺山墳墓群が位置し、西側に針田遺跡・上灰田遺跡、北側に中条垣内遺跡が存在する。

古墳時代の加西は根日女で代表される玉丘古墳群で知られている。典型的な前方後円墳である玉丘古

墳を盟主墳として築造された玉丘古墳群は兵庫県を代表する古墳群である。ただ、前期の古墳は少なく、

前期の集落跡も多いとは言えない。土器は確認されているが布留期の土器例は少ない。遺構は中期も終

わりになって小谷遺跡で竪穴住居跡が検出され、その頃に各河川流域に集落が営まれるようになる。小

谷遺跡は初期須恵器が出土したことで著名である。岡田遺跡・石堂遺跡・横田遺跡・朝垣遺跡・山枝遺

表 1　宮ノ後遺跡周辺の遺跡地名表
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跡などである。水田跡の調査例も少ない。５世紀末に須恵器生産が馬谷上池窯跡で開始され、北側のロ

クロ谷窯跡群・野田窯跡群に引き継がれる。生産遺跡では明瞭な製鉄遺跡はない。

前期古墳は、上野町の皇塚古墳が鏡・刀剣・土師器を出土しており、以前は前期古墳と考えられてい

たが、最近は新しいと考えられている。堀山３号墳が前期に遡るもので、庄内期からの堀山遺跡・周遍

寺山墳墓群を含めて加西市南東部は古墳発生の鍵を有する地域である。中期になると盾型周濠を有する

全長109ｍの玉丘古墳を中心に古墳群が築造されている。はじめに玉丘古墳を築き、続いて前方後円墳

である小山古墳、帆立貝式の笹塚古墳・マンジュウ古墳、周濠を有する円墳のクワンス塚古墳・ジヤマ

古墳、周濠を有する方墳の陪塚１号墳・同２号墳が構築されている。周辺に位置する黒福古墳群や亀山

古墳もこの時期に築かれる。さらに山伏峠石棺仏のような長持形石棺を保有する古墳が複数存在するこ

とは特殊である。中富経塚古墳は前方後円墳の可能性の残る長持形石棺を有する古墳である。亀山古墳

は玉丘古墳の北東城山尾根上に構築された不定形な円墳で地山を削りだした土壙に石蓋を架ける主体部

で副葬品室を有している。鏡・馬具・甲冑類・武器と豊富な遺物を保有していた。５世紀末から６世紀

にかけての古墳は余り存在せず断絶していたのではと考えられたこともあったが、最近の調査で東長本

図 8　玉丘古墳 図 9　野田 2号窯跡出土遺物

図 10　古法華石仏 図 11　小谷石棺仏



8

古墳群などの埋没墳が確認されるようになって、玉丘古墳群ならびに周辺に継続して築造されたことが

明らかになった。皇塚古墳や寺山古墳が6世紀前半の盟主墳で玉丘古墳群と異なる地域で古墳が築かれ

ている。小規模古墳も市域で複数確認されており、６世紀中葉には横穴式石室の導入がはじまる。加西

市南西部の剣坂古墳・熊野神社古墳が古式の石室である。６世紀後半になると市域全域に横穴式石室は

拡大するが、７世紀にはいってからが造墓のピークとなっている。大型石室も各地に存在し次代に繋が

るものと思われる。ただ市域東側の中央から北側にかけては少なく、南東部分に古墳は稠密に見られる。

横穴式石室を主体部とする古墳が多いが木棺直葬の古墳も存在する。終末期になると切石の石室も見ら

れる。石櫃戸古墳は西側の姫路市に近い位置にあり、残存長3.5ｍ、幅1.8ｍ、高さ1.6ｍの石室であるが、

前に石室が続いていた可能性が高い。横口式石槨になるものと思われる。盆地南端にある後藤山古墳も

終末期の古墳である。20ｍ弱の方墳で、幅2.8ｍと最大級の石室で山裾に菖蒲池古墳タイプの石棺が置か

れている。加西市域にはよく知られているように石棺仏が多く見られる。現存する石室に納められた石

棺は希少であるが、石棺仏の数から当初は多数存在したものと思われる。

奈良時代の集落のほとんどは７世紀からの集落が継続している。その多くは古代を通じて生活してい

る。なかでも横田遺跡は出土墨書土器の中に「横田」の文字があり、奈良時代の名称が現代にまで引き

継がれていることで注目された。総柱建物が並ぶ横尾遺跡・村前遺跡・岡田遺跡が調査されているが、

郡衙推定はなされていない。加西市には３つの河川流域に各々古代寺院が建立されている。普光寺川流

域には繁昌町に薬師寺式の伽藍配置を持つ繁昌廃寺が、万願寺川流域には殿原町に法隆寺式の伽藍を有

すると思われる殿原廃寺が、下里川流域には吸谷町に吸谷廃寺が建立されている。下里川流域だけ８世

紀後半に遅れて野条廃寺が建てられる。播磨国府系瓦が用いられた寺院である。また、山岳寺院として

古法華山が存在する。現存する石仏は古代の代表的な石仏として知られている。各寺院周辺では寺院所

用のための瓦窯跡が築かれており、瓦以外に須恵器も焼成していたようである。この時期加古川市との

市境付近に多くの窯跡が構築され、加古川市札馬窯跡群・志方窯跡群とともに一大供給地として須恵器

生産が盛んに行われていた。

図 12　戸井町坪窯跡と出土遺物
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Ⅲ　調査結果

遺跡は加西盆地の南東隅に位置する。加西盆地を南東流してきた満願寺川が方向を東に流れを変えて

盆地を出ていく付近に位置している。地形的には低位段丘上に位置し、同じ段丘面には網引市場遺跡が

存在している。

調査対象地の地目は耕作地と宅地であった。宅地部分は30～50㎝の盛土がなされていた。

１．平成13年度本発掘調査区（Ⅲ区）

県道東側の拡幅部分が調査対象地であったが、隣接して事業所・宅地があり、車の出入が必要なこと

から、調査は南北に３分割して調査を実施した。便宜的に北区・中央区・南区と呼称した。コンクリー

ト部分は切り離し、盛土・表土など包含層上面までを機械掘削し、包含層を人力により掘り下げた。北

区からはじめ中央区へと広げた。残土は横置きした。遺構面の精査を行い遺構検出し、写真撮影・平面

図作成と東壁土層断面図の実測を行った。その後、北・中央区を埋め戻し、交通の確保を図ってから南

区の調査に入った。調査方法は同様である。

基本土層は①盛土・表土　②黒褐シルト質中砂（包含層）　③淡褐シルト質中～細砂（地山）となっ

ている。遺構はほぼ全域で確認している。包含層上面から掘り込まれている遺構と、地山から掘り込ま

れている遺構があるが、地山からの方が大半である。

検出された遺構は、掘立柱建物跡・柵跡・土坑・落ち込み・溝・ピットである。

掘立柱建物跡は３棟検出している。調査区が狭長であることから、全体がわかる建物跡はない。

SB01は調査区北側に位置しており、主軸はN18°Wで北西コーナーを調査している。北西辺は１間、南

東辺は２間確認しており、東側に延びている。北西辺は1.2ｍ、南東辺は3.5ｍを測る。柱痕が確認でき

た柱穴では柱は15㎝であった。SB02は中央部分に位置し、主軸方向はN18°WでSB01と同じ主軸である。

北東辺は２間で4.5ｍ、南西辺は２間で2.4ｍを測る。調査区西側に延びている。SB03も調査区中央で検

出しており,SB02と空間を共有している。主軸方向はN20°Eで他の2棟とは異なっている。南北５間で

東西１間を確認しており、調査区東に延びている。東西2.7ｍで南北は8.2ｍを測る。

柵跡は１基調査しており、調査区南側で検出している。主軸方向はほほ南北で４間分、６ｍを調査し

ている。東西方向に延びる掘立柱建物跡の可能性もある。

土坑は８基検出している。全域にあり、比較的小さく浅いものが多い。性格の明らかな土坑はない。

SK01は調査区北東にあり、調査区東側へ延びている。南北70㎝で、東西の調査した長さは60㎝である。

深さ20㎝を測り、底は平坦である。包含層上面から築かれている新しい遺構である。３層の堆積層が水

平にあり、底から黒褐シルト質細砂、炭層、褐灰中砂である。人為的な遺構であるが、性格は不明であ

る。SK02は調査区北東東壁沿いのSK01の南側に存在する。埋土は黒褐シルト質中砂で、炭多く含み礫

も含んでいる。地山から掘り込まれているが、埋土が包含層に類似した層に炭を含んだものであること

から、新しい時期に近いと思われる。南北82㎝で東西は106㎝で東に続いている。深さは12㎝と浅く底

は平たい。SK03も東壁沿いにあり、調査区外に延びている。南北90㎝で東西は43㎝、深さ36㎝を測る。

包含層上面から掘り下げられており、包含層の２次堆積土を埋土としている。SK04は調査区中央で

SD02の西側に位置している。南北82㎝東西46㎝の不定形を呈しており、SB03の柱穴で北端を切られて

いる。深さ6㎝で底は平たく、下層は黒褐中砂で上層は炭層である。SK05は南側にあり、東西55㎝南北
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図 13　宮ノ後遺跡全体図
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図 14　Ⅲ区平面図
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50㎝の不定三角形をし、深さ20㎝で暗褐シルト質中細砂と黒褐細砂の２層から成っている。SK06も南

側にありSK05の東側に位置している。大きさは東西90㎝、南北104㎝の不定長方形で深さ10㎝を測る平

坦な底面で、埋土は地山土を含む黒褐細砂である。SK07・SK08は隣接して存在し、調査区南側に位置

している。ともに不定形で黒褐シルト質細砂を埋土にしている。SK07は南北70㎝東西34㎝深さ12㎝、

SK08は南北44㎝東西90㎝深さ10㎝を測る。

落ち込みは４基検出している。すべて浅い遺構で性格は不明である。SX01は中央の西壁沿いで検出

している。南北1.6ｍ、東西1.4ｍの楕円形の落ち込みとその南側に不定方形の落ち込みがセットになっ

ている。不定方形は東西1.4ｍで西側調査区外に延びている。SX02は中央区にあり、南側を下水管など

で削平されている。東西1.14ｍで南に延びている。深さは0.15ｍと浅い。SX03はSX02の東側に位置して

おり、やはり南側を下水管などで削平されている。SD03を切っており、東側と南側に延びる落ち込み

である。深さは0.18ｍと浅めで最大長は南北で1.3ｍを測る。堆積土は２層から成り水平堆積で、下層は

地山ブロックを含む黒褐シルト質細砂、上層は黒褐中～細砂で礫を含んでいる。SX04は調査区南西隅

にあり方形プランで西側と南側に延びている。調査した長さは南北2.8ｍ、東西1.3ｍである。深さは７

㎝と非常に浅く、地山土を含む黒褐細砂を埋土にしている。

溝は３条検出している。SD01は調査区中央北側に位置している南北1.2ｍのほぼ南北に主軸を有する

溝で、幅0.3ｍ、深さ8㎝を測る。底面はやや丸みを持ち、埋土は地山土・小礫を含む黒褐シルト質細砂

である。SD02は調査区中央を南北に走る溝で、北側は弧状を南側は直線になっている。層的に変化は

なく同一の溝と思われる。北側は長さ1.4ｍで半径1.6ｍ前後の弧になっている。幅0.3ｍ、深さ0.1ｍで小

礫混じりの黒褐細砂を埋土とする。南側は幅0.4～0.6ｍと幅を広げた直線的な形状になっている。深さ

は余り変化なく0.1ｍ前後と浅い。埋土は北側と同じであるが深い部分だけ炭混じりの黒中砂が存在する。

長さは3.0ｍである。SD03は調査区中央南側に位置し、SX03に南側を切られている。残存長1.4ｍで僅か

に曲がっており、幅0.16～0.22ｍ、深さ0.08ｍを測る。埋土は黒褐中砂である。

図 15　Ⅲ区東壁北半土層断面図
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図 16　Ⅲ区遺構実測図⑴
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図 17　Ⅲ区遺構実測図⑵
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図 18　Ⅲ区遺構実測図⑶
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図 19　Ⅲ区遺構実測図⑷
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ピットは掘立柱建物跡・柵跡のものも含めて43基検出している。遺構として認識していないピットに

も柱痕跡を確認している。

小結

３棟の掘立柱建物跡と１列の柵跡、８基の土坑、３条の溝跡、５基の落ち込みとピット10数基を検出

した。古墳時代から室町時代まで幅がある。明瞭に面を分けることはできなかったが、古墳時代から平

安時代初頭までの面と平安時代末から室町時代までの２面が本来存在したものと思われる。

図 20　Ⅰ区 SD01・02 土層断面図
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２．平成16年度本発掘調査区（Ⅰ区・Ⅱ区）

Ⅰ区

調査前の地目は水田と宅地で宅地部分は盛土がなされていた。調査の結果、３ヶ所の微高地と間部分

の谷地形２ヶ所を確認した。微高地は耕土直下が遺構検出面になっており、谷部では耕土直下に中世土

器を包含する厚さ約30㎝のシルト層が堆積し、その下が遺構検出面になっている。

Ⅰ区北半の微高地（北側微高地）では、耕土、厚さ４㎝の小礫を含む灰黄色シルトの２層が堆積して

いた。微高地上面は平坦で、標高35.6ｍであった。この微高地からは明確な柱穴などは検出されず、

SD01～SD03の溝3条が検出された。３条の溝はほぼ平行しており、西に緩くカーブしながら南北走行す

る。SD01は幅約３ｍ、深さ0.6ｍで、２段に掘られている。下段は逆台形に掘られ埋土に地山土がかな

り混じっていることから、埋められたものと思われる。上段は深さ約20㎝と浅く、皿状の断面となり、

灰黄褐シルトが堆積していた。このSD01は中央の谷部まで延びるが、土層関係から谷部の埋没後に掘

られていたことが判明している。SD02は北半をSD01に切られており、南半はSD01と並行して南北走行

し、中央谷部の直前で途切れている。幅約60㎝、深さ約10㎝であるが、深さは一定せず底は高低差があ

る。SD03は調査区の北西隅で東肩が検出されたもので、規模は不明である。３条の溝いずれも中性の

皿や鍋が出土している。

中央の谷部は深さ約20㎝と浅く、灰黄褐シルト・暗灰黄褐シルトが堆積し、これらの層からは中世の

土器が出土している。SD01は北側微高地から延びており、上層の灰黄褐シルト上面から構築されてい

た。

中央の微高地は幅狭なもので、上面から柱穴が検出された。柱穴は柵列として理解できそうであるが、

調査区の制約から断定しかねる。

Ⅰ区からⅠ区拡張部にかけての谷部は最も遺構が密集して検出された地区である。谷内部には灰黄褐

シルトが堆積し、その下層の黄橙シルト上面から遺構は検出された。谷部であるが、遺構検出面は平坦

である。検出された遺構は、柱穴・土壙・溝である。柱穴は数多く検出されたが、深さや埋土から検討

を試みたが規模的には十分であるが、掘立柱建物に復原できたものはない。柱穴の径は30㎝以下で、柱

痕跡も10㎝前後の細いものが圧倒的に多い。深さは、深いもので70㎝、浅いもので10㎝前後であった。

柱穴の埋土は褐灰極細砂のものが多かった。柱穴内から石臼が出土している。

土壙は８基検出され、規模に大小２種がある。１辺２ｍ以上の方形で浅い土壙３基と、長辺は不明だ

が短辺が１ｍ未満の長方形を呈する土壙５基の２種である。長方形を呈する土壙の中で、SK02は半分

近くが調査区外となる土壙であるが、深さ60㎝で掘削後に埋め戻されており、墓壙の可能性が高い。

溝はすべて東西方向で、谷底部の北端で微高地との境に２条、谷の南側の微高地との境付近に４条が

検出された。谷部北端の溝２条は並行しており、時期的な関係は不明である。両溝とも柱穴を切り、土

壙との切り合い関係は持たない。SD04は中央微高地の南斜面を削って構築されているため、北肩と南

肩では約20㎝の高低差がある。南側のSD05は埋土の観察から溝中位まで埋まった段階で、人為的に埋

められたことが明らかとなった。

谷部南側の溝４条は並行して東西に走行し、SD06を除いては谷部にかかる付近で終息する。SD06も

調査区内では谷部まで連続しているが、谷部にかかる西端部文では幅・深さとも減じている。４条の溝

のうち南側のSD06・SD07の２条が幅60～80㎝と太く、断面形状は半円形を呈する。北側の２条は幅20

～30㎝と細く、深さもSD08が５㎝、SD09が13㎝と浅いものである。SD06が土壙と切り合い関係があり、
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図 21　Ⅰ区平面図



20

図 22　Ⅰ区拡張区平面図
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図 23　Ⅰ・Ⅱ区土層断面図
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SD06がSK06を切っている。

これら４条の溝から南側はⅡ区に

連続する微高地になり、小規模な柱穴

が確認された。

Ⅱ区

Ⅰ区の南端から連続する微高地上

にあたる地区で、遺構は盛土・耕土の

下で検出された。遺構検出面は北端が

黄橙シルト、中央から南半は暗赤褐シ

ルトであった。

検出された遺構は柱穴・溝であり、

柱穴は径30㎝以下の小規模なものばか

りであり、深さは深いもので40㎝前後

であった。埋土は褐灰極細砂であった。

溝は調査区の北端で検出され、東

西方向に走行する。SD04・SD05の走

行方向に近い。溝の東端は浅く、西端

が木の引き抜き跡などで乱されていた

が、深くなっている。

小結

Ⅰ・Ⅱ区の調査の結果、柱穴多

数・土壙８基・溝10条が検出された。

しかしながら、調査対象地が狭長なこ

ともあって、柱穴は掘立柱建物跡とし

て把握できず、その他の遺構も正確が

不明といわざるを得ない。柱穴は南側

谷部と南微高地の2地区で検出され、

数軒の小規模な集落が存在したものと

推定される。東西方向の溝はそうした

屋敷地の内外を区画するものである可

能性が考えられる。遺構の切り合いが

あり、墓壙と考えられる大形で浅いも

のは新しい時期として確認できる。遺

構の年代は15世紀後半から16世紀前半

と考えられ、Ⅲ区とは遺跡の時代が異

なる。Ⅱ区とⅢ区の間に空白地があることから、別の集落（遺跡）と捉えた方が良いと思われる。

図 24　Ⅱ区平面図
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Ⅳ　出土遺物

１．土器

土器は38点図化している。1～3はⅢ区、4～7はⅡ区、それ以外はⅠ区出土である。

1は土師器甕口縁部である。口径22.6㎝、残存高9.1㎝を測る。磨滅著しいが、ユビ成形からナデ整形

で口縁部のみヨコナデで仕上げている。内湾する体部から外反する口縁部で端部は丸く、粘土紐の痕跡

残る。内面は橙～褐灰、外面は淡黄橙～にぶい黄褐で、長石・チャートなどの砂粒含む。

2は土師器皿で器壁厚く浅い。平底から内湾ぎみに延び端部は丸い。ユビ成形から板ナデで調整し端

部はヨコナデである。器表はにぶい橙～褐灰、器肉は橙～明赤褐を呈し、石英・長石の砂粒含む。口径

9.0㎝、底径3.2㎝、器高2.2㎝を測る。

3も土師器皿で厚手で内湾ぎみで底部と体部の境は不明確である。端部は内側に尖っている。ユビ成

形ののち板ナデで端部周辺のみヨコナデを施す。色調はにぶい黄橙～浅黄橙で砂粒多く含み、表面は凹

凸である。口径9.7㎝、底径5.0㎝、器高1.8㎝を測る。

4は須恵器杯蓋口縁部で外傾し短く変化して端部肥厚している。灰白を呈しロクロナデである。口径

16.0㎝で砂粒含む。

5は土師器鍋口縁部で、口径26.0㎝、残存高3.9㎝を測る。内湾ぎみで端部は広く角張っている。断面

三角の突帯が付加されている。色調は橙～暗灰で黒褐を呈す部分もある。内面には粘土紐の継ぎ目が見

られ、外面突帯下には煤が付着している。ヨコナデで仕上げている。

6は須恵器椀で底径6.2㎝を測る糸切りの大きめの底部から内湾し端部肥厚している。口径15.0㎝で器

高3.9㎝と浅めである。ロクロナデで底部内面はナデである。灰白～暗灰で砂粒多く含み、焼成は甘い。

図 25　出土遺物実測図⑴
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7は土師器鍋口縁部の小片で、内傾し端部外側に肥厚しており、外面に三角形の突帯を有する。明赤

褐～褐灰で砂粒多く含んでいる。ヨコナデで仕上げており、口径は復原すると24㎝前後になろうかと思

われる。

8も土師器鍋で内湾する体部から口縁部に続き端部は外側に大きくつまみ出しており、端部は丸い。

端部下に低い断面三角の突帯がある。ユビ成形ののち内面はハケ整形を加えナデ調整を行い、外面はナ

デ仕上げ、端部周辺はヨコナデである。長石・石英・チャート・雲母の砂粒多く含み、橙～褐灰を呈し

ている。口径27.0㎝、残存高7.8㎝である。

9も土師器鍋でSK01から出土している。口径2.0㎝、残存高6.7㎝で内湾する体部で端部は外側につま

み上げている。突帯は低く端部は丸くなり、内面は凹んでいる。外面は右上がりのタタキ成形で内面は

ハケ整形で口縁部から外面はヨコナデ仕上げである。にぶい赤褐～暗赤灰で煤付着している。

10は備前焼壺口縁部でSK02から出土している。内湾する肩部から短く直立気味に立ち上がる口縁部

になり、端部は外側につまみ出している。ロクロナデで肩部には5条の櫛目波状文が施されている。黒

褐～褐灰を呈し長石などの小石粒含んでいる。口径11.7㎝を測り残存高は4.9㎝である。内面は凹凸があ

り、全体に付着物がある。

11もSK02から出土しており、10同様蔵骨器の可能性が高い。口径12.0㎝、残存高9.2㎝を測る土師器

壺である。内湾する体部で肩は張っており、外反する口縁部に続き端部は内外に肥厚している。橙を呈

し、器壁は黒褐になり砂粒多く含んでいる。焼成は良好でヨコナデで仕上げている。

12は鍋口縁部で小片のため、口径は不明である。残存高4.5㎝を測り内湾し端部は丸く肥厚している。

ヨコナデで仕上げており、内面は板ナデである。内面は橙で強いヨコナデによって凹んでいる。外面は

赤橙～にぶい橙で、胎土にはチャート・長石・金雲母の砂粒を含む。SK02出土。

13は青磁碗口縁部の小片である。端反りで端部は丸くなっている。SK03から出土している。全面に

緑灰の施釉が見られる。残存高2.4㎝を測る。

14は鍋口縁部で内湾し端部は肥厚気味に角張っている。突帯は三角形でやや上面が残り貼り付ける。

外面は橙～にぶい褐で右上がりの６本単位と思われるタタキメが施される。内面は橙で突帯下の外面ま

でヨコナデで仕上げている。口径27.0㎝、残存高6.7㎝で長石・チャートなどの砂粒多く含む。ピット

（P08）から出土している。

15・16は土師器皿でP20から出土している。15は口径9.0㎝、器高1.9㎝を測り。ユビ成形ののちナデで

仕上げている。底は上げ底気味で体部は外傾し端部は尖る。内外面とも橙で、砂粒少量含んでいる。16

は口径8.0㎝、器高1.6㎝である。技法は同じくユビ成形ののちナデている。上げ底気味で外傾し端部丸

く器壁厚めである。内面は浅黄橙～褐灰、外面は橙～浅黄橙で、チャート・長石を少し含む。

17も土師器鍋口縁部小片である。内傾し端部は角張り気味で外側につまんでいる。突帯は幅が広く三

角形である。橙～褐灰を呈しヨコナデで仕上げている。長石・チャートなどの砂粒多く含む。残存高4.0

㎝でP24出土。

18は磨滅顕著な土師器で、小さな口縁部を持つ甕としたが、転地逆で高台になるかもしれない。胎土

は長石などの砂粒を多く含んでおり、古い時期とは思われない。口径8.0㎝、残存高1.6㎝で、ヨコナデ

で仕上げている。明褐～橙をしている。

20～26はSD01から出土している。20～23は土師器鍋の小片である。20は外傾し端部下で屈曲し直立

し端部は外側につまみ出す。屈曲部分が少し突帯状に高くなっているが、突帯はない。内面はハケ整形
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図 26　出土遺物実測図⑵
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で、口縁部と外面はヨコナデである。端部周辺のみ黒褐で、他は内外面ともに明赤褐を呈し、砂粒多く

含む。21～23は小片で口径を復原することができない。21は内湾し端部肥厚する。三角形の突帯を付け、

ヨコナデ仕上げである。橙～にぶい黄橙を呈し、砂粒多く含む。22は内湾し、突帯から短く外反気味に

外側につまみ出しており、端部肥厚している。橙～褐灰でヨコナデ仕上げである。23も内湾し端部角張

る、体部は直線的に延びており、突帯は三角形で幅が広い。内面は灰赤でハケ整形している。外面は明

赤褐で体部はタタキで上部から口縁部にかけてはヨコナデである。24は土師器甕小片でヨコナデで仕上

げている。外傾し端部外側に肥厚している。灰白で砂粒含む。25は須恵器甕口縁部で、短く外反し端部

は肥厚し角張る。灰白でロクロナデ、砂粒含んでいる。26は須恵器杯である。奈良時代の杯Aで前代の

遺物である。平底から外傾する体部に続く。ロクロナデで底部は不定方向のナデを施す。灰～灰白で砂

粒含む。底径は9.6㎝、残存高1.9㎝を測る。

27・28はSD03出土の須恵器杯小片である。27は外傾し端部尖る口縁部でにぶい黄褐を呈し、ロクロ

ナデである。28は杯底部で断面方形の高台が付く。内湾する体部に続き、ロクロナデののち内面は不定

方向のナデで仕上げる。内面は灰白～灰黄、外面は灰である。

29は土師器鍋口縁部の小片で、ヨコナデ仕上げ。内湾し端部は外側につまみ出すように角張る。突帯

は断面三角形で幅は広い。内面は暗赤褐～赤灰、外面は橙で、砂粒多く含む。SD05出土。

30～38は包含層出土である。30～35は土師器鍋口縁部のいずれも小片で突帯を有する。30は内湾し端

部角張り、突帯は低い。外面はタタキ成形で口縁部と内面はヨコナデである。器表は橙で器肉と外面の

一部は黒である。31は内湾し端部角張る。突帯は尖っておりやや幅広である。にぶい褐～褐灰を呈し、

長石・チャートなどの砂粒多く含む。残存高4.2㎝でヨコナデ仕上げである。32は僅かに湾曲するものの

内傾し端部肥厚している。突帯は幅広めで低い。内面はハケ整形で口縁部・外面はヨコナデである。橙

～赤褐で砂粒多く含む。33は内湾し端部角張る。外面は右上がりのタタキメが施され、口縁部と内面は

ヨコナデである。灰黄褐～にぶい褐で、砂粒多く含む。34は内傾し端部角張り外側につまみ出す。突帯

は高めでヨコナデ仕上げ。器表は橙、器肉は黒褐で砂粒多く含む。35は内湾し端部肥厚ぎみに丸く納め

る。突帯はつまみ出しており、断面は三角形よりやや垂下させる。体部外面は右上がりのタタキで、口

縁部と内面はヨコナデである。橙～黒褐で砂粒多く含む。

36は須恵器皿口縁部で口径15.0㎝に復原され、残存高は2.3㎝である。外傾し端部は外側に尖っている。

ロクロナデで端部には重ね焼の痕跡が残る。灰を呈し、砂粒少量含む。37は須恵器椀口縁部で内湾ぎみ

で端部近くで反り端部丸い。黄灰～暗黄灰でロクロナデである。38は須恵器壺脚台部である。底部は歪

になっており、中央が上がっている。高台は端部が内外に肥厚した台形状のもので直立する。高台端部

外面と内面には自然釉が付着しており、体部は内湾するものと思われる。ロクロナデで底部はナデ仕上

げを行う。灰白～にぶい黄橙で砂粒多く含む。

２．石製品（19）

石製品は１点だけ出土している。Ⅰ区SP22出土で被熱している。石臼の破片で、上臼である。高さ

14㎝で、幅3㎝の周縁を設け中央部を３㎝前後彫り込んでいる。径4.5㎝の回し棒を挿入する孔があり、

そこで割れている。摺り目は残っていない。石材は高室石である。
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３．鉄器

７点図化している。すべて１区出土で、遺構と包含層から出土している。鉄釘３点と他は器種不明で

ある。

M1は鉄釘でSP18から出土している。途中で曲がっているが長さ9.8㎝を測る。先端が潰れており丸く

なっている。頭は折り曲げて形成しており、歪である。断面は方形で頭部分から先端に向けて細くなっ

ている。最大幅１㎝で頭の最大幅は1.6㎝である。先端を僅かに欠くが、ほぼ完形である。

M2は鉄釘でSD05から出土している。残存長5.05㎝でやはり先端を欠いている。M1と比べると小形で

ある。折り曲げて頭を作っている点は同様の作りである。断面は正方形でなく歪な方形になっている。

最大幅で0.85㎝である。

M3も鉄釘で包含層から出土しており上下両端を欠く。残存長3.4㎝で断面は長方形である。幅の広い

部分で幅0.75㎝、厚さ0.45㎝を測る。

M4とM5は似た形状をしている。ともにピットからで、M4はSP17、M5はSP19出土である。厚めで輪

状になっている。用途は不明である。M4は長さ3.8㎝、幅3.2㎝の楕円形をしている。一部割れているが、

本来は輪状になり近時の損傷と思われる。断面形状は僅かに隅を切った方形で正方形ではなく、高さの

方が厚くなっている。左右の高さは異なり、図上で右側が幅0.9㎝、高さ1.15㎝、左側が幅0.7㎝、厚さ1.0

㎝となる。

M5は全体の3分の１を欠くがM4と似た形状をしていたと思われる。幅4.2㎝と１回り大きい。外形は

楕円形であるが内径は歪である。左右の幅が異なっており、図上の右側が幅1.2㎝、高さ0.7㎝、左側が

幅0｡85㎝、厚さ0.55㎝となる。幅と高さの割合がM4と逆である。

図 27　出土遺物実測図⑶
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M6は外側に刃を設けていたかもしれない。内面に装着できるような形状になっており、明らかでは

ないが鍬先・鋤先の可能性がある。残存長6.55㎝で幅2.8㎝、幅1.4㎝を測る。SP28出土。

M7は包含層出土で不明品である。中央が平坦で高くなっており、左側と下側に断面三角形で延びて

いる。延びている部分は幅2.1㎝、厚さ0,85㎝で内側の方が幅が広くなっている。残存長は7.0㎝である。

表 2　遺物計測表
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Ⅴ　おわりに

宮ノ後遺跡の調査は,平成13・16年度の２ヵ年にわたって実施した。県道改良事業に伴う調査で現道東

側の拡幅部分の本発掘調査であった。調査面積は２ヵ年合わせても537㎡と狭小な調査であった。

遺跡名は小字名から採ったものであるが、それが示すように網引八幡神社後方に広がる遺跡である。

確認調査も含めてその成果をまとめると、宮ノ後遺跡は加西市域の南東部の加西市網引町に位置してい

る。加西市域には主に3本の河川が南流しているが、３河川が合流する地域に遺跡は存在する。合流部

から万願寺川は東流し約３㎞で加古川に合流する。現在の河道から遺跡は北側に400ｍ離れている。南

側は加古川市、東側は小野市につながっている。

周辺の遺跡は、西側に針田遺跡が、北西部に上灰田遺跡が存在する。ともに圃場整備による調査が行

われている。針田遺跡は早い時期に弥生中期の竪穴住居跡が調査されている。弥生中期以降古代の土器

が確認されており、宮ノ後遺跡とともに古墳から古代にかけて集落が営まれたものと思われる。南側の

万願寺川南側の丘陵には多くの古墳が築かれており、それら被葬者の集落の可能性が高い遺跡である。

周遍寺山遺跡（墳墓）は兵庫県で唯一の四隅突出墳で注目されており、その東側丘陵の堀山３号墳は前

期古墳である。弥生時代末から古墳前期にかけての墓がこの地域に存在していることになる。加西市は

玉丘古墳で代表されるように５世紀代に巨大古墳が構築され、多数の墓が営まれているが前期と断定で

きる古墳は認められなかったので、網引の地域は特筆される地域であろう。堀山古墳群のさらに東側の

糠塚山には糠塚古墳群が構築されている。糠塚山は「播磨国風土記」に記されている糠岡で奈良時代か

ら記載されるような著名な山であることが想像できる。それら古墳群の南側にも新池古墳群・新村古墳

群・状覚山古墳群などが存在し100基近くの後期古墳が広がっている。古墳中期は加西市（賀茂郡）の

中心は当然玉丘古墳周辺にあるが、後期になると拡散する。ほぼ全域に後期古墳が築かれ、各地に大型

石室も存在する。が、その中でも盆地南東部の宮ノ後遺跡周辺はより多くの大型石室が築造された傑出

した地域である。石棺も八幡神社境内や密蔵院に５基存在していることが知られており、やはり周辺に

石棺を保有する古墳があった傍証になろう。今回の調査結果からは、被葬者集団の集落内容や実態をつ

かむにはほど遠いものではあるが、将来の成果に委ねたい。

Ⅰ区の調査成果では中世末期の墓地が存在したことが明らかとなった。土師器鍋と備前焼が出土して

いる。土壙墓と思われ、出土遺物は比較的時期が集中しているが、ある程度の幅を持った墓地と思われ

る。網引交差点北側の確認調査では近世から近代に至る墓地を確認しており、長期に亘る墓域であった

と思われる。Ⅰ・Ⅱ区の調査成果を十分に活用できなかったことを担当者である吉識雅仁氏にお詫び致

します。
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図　　版





空中写真 図版 1

宮ノ後遺跡周辺空中写真（国土地理院撮影）



図版 2 空中写真

空中写真（東上空から遠景）

空中写真（南上空から遠景）



空中写真 図版 3

空中写真（西上空から遠景）

空中写真（北上空から遠景）



図版 4 Ⅰ・Ⅱ区空中写真

空中写真（南上空から）

空中写真（北上空から）



Ⅲ区 図版 5

北区全景（南から）

北区全景（北から）



図版 6 Ⅲ区

中央区全景（南から）

中央区全景（北から）



Ⅲ区 図版 7

SK01（西から）

SK04 断面（南から）

SX03 アゼ（南から）

SD02 アゼ（南から）

SK02 断面（西から）

SK05 断面（南から）

SX03 土器出土状態（西から）

SD03 アゼ（南から）



図版 8 Ⅲ区

北区全景（南から）

北区全景（北から）



Ⅰ・Ⅱ区空中写真 図版 9

Ⅰ・Ⅱ区空中写真



図版 10 Ⅰ・Ⅱ区

Ⅰ・Ⅱ区全景（南から）



Ⅰ区 図版 11

Ⅰ区全景（北から）

Ⅰ区拡張区全景（北から）



図版 12 Ⅱ区

Ⅱ区全景（北から）

Ⅱ区全景（南から）



Ⅲ区 図版 13

SB01（北西から）

SB01P3 断ち割り（西から）

SB03P7 土器出土状態（南から）

調査風景

SB03P10( 西から )



図版 14 I 区

SP10 断ち割り（南から）

SP22 石臼出土状態（北から）

SK02・03 断面（東から）

SK05 断面（西から）

SP18 断ち割り（南から）

SP23・24 断ち割り（南から）

SK04 断面（北から）

SK06 断面（西から）



I 区 図版 15

SD01・02 断面（北から）

SD04 断面（東から）

SD06 断面（東から）

調査前（北から）

SD01 谷部断面（南から）

SD05 断面（東から）

埋め戻し風景

P20 出土遺物
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図版 16 遺物
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遺物 図版 17
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図版 18 遺物
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遺物 図版 19
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